


2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

脳血管疾患 522 562 566 551 574 522 509 453 467 395 384

脊髄損傷 23 23 20 35 27 23 21 28 15 26 36

骨折 45 45 49 48 54 66 33 67 80 190 226

廃用 30 21 14 13 10 17 20 28 31 8 13

その他 4 2 9 4 0 2 5 5 4 2 4

対象外 10 3 7 2 18 16 17 20 21 19 17

総数 634 656 665 653 683 646 605 601 618 640 680

図2 年間患者疾患内訳（新規入院患者のみ） 2015年～2025年
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疾患内訳で脳血管疾患は 384名、56％であり、さらに減少している。骨折は 226名 33％と増
加し、総数も回復した。近森病院からの重症患者を 2024年より受け入れ制限継続している。
（図２）また今年は初めて近森病院からの受け入れ 49.3％他院 50.7％と逆転した。高知赤十字
病院、高知医療センターがほぼ同数である。
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脳性麻痺児に帯する選択的後根切断
術の排尿障害改善対果

中嶋 桃子、三宮 奈穂、泉
仁

第 62 回日本リハビリテーシ
ョン医学会学術集会

6/12～14
京都

外来処方義肢装具の現状報告 和田 恵美子 第 58 回中国四国リハビリテ
ーション医学研究会
第 53 回日本リハビリテーシ

ョン医学会中国・四国地方会

7/13
高知

当院における学生・研修医指導の実
情と、 高知県のリハビリテーショ
ン科医育成の課題

青山 圭 第 58 回中国四国リハビリテ
ーション医学研究会

第 53 回日本リハビリテーシ
ョン医学会中国・四国地方会

7/13
高知

ボツリヌス療法にて健側に筋力低下
をきたした若年 3症例

中嶋 桃子 第 58 回中国四国リハビリテ
ーション医学研究会
第 53 回日本リハビリテーシ

ョン医学会中国・四国地方会

7/13
高知

当院における慢性心不全合併患者の
検討

日浦 裕子 第 9回日本リハビリテーシ
ョン医学会秋季学術集会

10/22～26
北海道

脊髄損傷者における褥瘡発生と FIM
の関係

釼持 洋美、宮越 浩一、小
澤 里恵

第 9回日本リハビリテーシ
ョン医学会秋季学術集会

10/22～26
北海道

Efficacy of Bridge Dry
Swallowing in Stroke Patients
with Esophageal Dysphagia

青山 圭、國枝 顕二郎
The 2nd ADS 2025 International

conference

11/5～8

タイ

抗重力位空嚥下訓練にて食道期嚥下
障害が著名に改善した食道アカラシ
アの一例

青山 圭、大東 雄太、岡田 光
生、北岡 真由子、梅下 仁、大
川 良洋、矢野 慶太郎、山本

萌夢、前田 真佐、町田 彩佳、
吉田 莉奈、吉本 崇典、鈴木
龍哉、矢野 佳奈子、齋藤 純

子、青野 礼、榮枝 弘司

第 124 回日本消化器病学会四
国支部会
第 135 回日本消化器内視鏡学

会四国支例会

11/15～16
徳島
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回復期リハビリテーション病棟のノ

ーリフティングの実践
和田 恵美子

第 7 回高知家ノーリフティ

ングフォーラム

2/1

高知

能登半島地震の JRAT 派遣の実際に

ついて

和田 恵美子 第 49 回北部地域医療カンフ

ァレンス

3/13

高知

これでマスター！バキューム嚥下と
腰上げ(ブリッジ)空嚥下

青山 圭、國枝 顕二郎、岡
本 圭史

第 31 回 日本摂食嚥下リハ
ビリテーション学会学術大
会

9/19～20
神奈川

タイトル
執筆者

共同執筆者
掲載誌
出版社

巻・号
ページ

どうしていますか下肢装具
回復期リハビリテーション病棟に
おける現状と課題

和田 恵美子 総合リハビリテーション
医学書院

第 53巻
第 10号

地域における回復期リハビリテー
ション病棟の果たすべき役割

和田 恵美子 The Japanese Journal of
Rehabilitation medicine
日本リハビリテーション医学会

第 62巻
第 6号


